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Ⅰ
安
心・安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

国
が
掲
げ
る
新
た
な
「
農
政
新
時
代
」

や
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
農
家
が
安
心
し
て
確
実
に
再
生
産
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
生
産
基
盤
の
整
備
、

生
産
流
通
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、
ま

た
、
担
い
手
農
家
の
育
成
や
優
良
農
地
の

確
保
に
つい
て
支
援
し
、
農
業
経
営
の
安
定

を
図
り
ま
す
。

　

茶
業
に
つい
て
は
、
茶
業
経
営
並
び
に
茶

工
場
運
営
の
合
理
化
を
推
進
し
、
輸
出
な

ど
を
視
野
に
入
れ
た
生
産
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
知
覧
茶
統
一初
年
度
と
し
て
、「
知

覧
茶
」
の
積
極
的
な
宣
伝
・
販
売
活
動
を

は
じ
め
、
海
外
市
場
への
展
開
を
強
化
す
る

た
め
の
、
情
報
発
信
や
観
光
と
融
合
し
た

取
り
組
み
に
よ
り
、「
知
覧
茶
」
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

畜
産
業
に
つい
て
は
、
規
模
拡
大
な
ど
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
品
質
向
上
な
ど
の

対
策
に
加
え
、
経
営
の
継
続
・
発
展
の
た
め

の
環
境
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
特
に
、
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
施
設
整
備
・

機
械
導
入
・
家
畜
導
入
を
さ
ら
に
図
り
ま

す
。Ⅱ

活
力
あ
る
人
と
物
が
動
く

新
た
な
産
業
づ
く
り

　

商
工
業
に
つい
て
は
、
商
工
会
が
行
う
経

営
改
善
普
及
事
業
な
ど
の
支
援
を
行
い
、

借
り
入
れ
に
対
す
る
利
子
補
給
補
助
金
の

活
用
な
ど
商
工
業
者
の
経
営
安
定
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
支
援
し
、
商
店

街
の
活
性
化
お
よ
び
購
買
力
の
地
元
定
着

に
努
め
ま
す
。

　

川
辺
仏
壇
産
業
に
つい
て
は
、
工
芸
技
術

の
向
上
や
後
継
者
育
成
、
販
路
拡
大
な
ど

の
対
策
を
支
援
し
、
川
辺
仏
壇
産
業
再
興

戦
略
事
業
で
開
発
さ
れ
た
商
品
の
市
場
性

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
、
雇
用
の
促
進
や
持
続
的

な
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
地

域
資
源
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
活
動
に
努

め
、
進
出
し
た
企
業
に
対
し
、
き
め
細
や

か
な
相
談
な
ど
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

　

観
光
に
つい
て
は
、情
報
発
信
を
強
化
し
、

国
内
外
で
の
誘
致
活
動
な
ど
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
活
動
を
推
進
し
、
ま
た
、
知

覧
特
攻
平
和
会
館
と
連
携
を
図
り
、
よ
り

多
く
の
農
家
体
験
・
民
泊
と
いっ
た
教
育
旅

行
の
受
入
が
で
き
る
よ
う
施
策
を
講
じ
ま

す
。Ⅲ

人
と
物
の
交
流
を
促
進
す
る

社
会
基
盤
づ
く
り

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
交
通
の
利
便
性
・
安

全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、計
画
的
に
整
備
・

補
修
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

り
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
・
県
道
の

整
備
に
つい
て
も
、
国
お
よ
び
県
に
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
い
、
整
備
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継

続
し
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
利
用
実

態
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
路

線
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

平
成
29
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　
平
成
29
年
度
は
地
方
交
付
税
の
合

併
算
定
替
え
か
ら
漸
減
措
置
期
間
３

年
目
を
迎
え
、
財
政
的
に
厳
し
い
状

況
が
続
き
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
へ
の
対
応
は
待
っ
た
な
し

の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
変
厳
し
い
環
境
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
特
性

を
最
大
限
に
活
か
し
、
豊
か
で
活
気

あ
る
ま
ち
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
分
野
に
特
に
重

点
を
置
き
、
総
合
計
画
と
人
口
減
少

の
克
服
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
創
生
総
合
戦
略
を
中
心
に
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 南九州市長
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す
。

　

市
営
住
宅
に
つい
て
は
、
牧
之
内
団
地
の

建
替
え
に
向
け
た
移
転
な
ど
の
事
業
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
市
内
の
木
造
住
宅

へ
の
耐
震
化
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
耐

震
化
の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年

に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
第
75
回
国
民

体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
と
な

る
、
知
覧
平
和
公
園
お
よ
び
諏
訪
運
動
公

園
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅳ
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
南
薩
地
区
衛

生
管
理
組
合
で
検
討
し
て
い
る
、
枕
崎
市
、

日
置
市
、
南
さ
つ
ま
市
、
南
九
州
市
で
共

同
処
理
す
る
ご
み
処
理
施
設
「
新
広
域
ご

み
処
理
施
設
」
の
建
設
に
向
け
、
引
き
続

き
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
川

辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
未
処
分
焼
却
灰
の
処
理

に
つい
て
は
、
安
全
で
経
済
的
な
処
理
方
法

を
検
討
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
状

況
調
査
を
平
成
29
年
度
お
よ
び
30
年
度
の

２
年
間
で
行
い
ま
す
。

　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
家
屋
侵
入
防
止
薬
剤
の
購

入
支
援
を
行
って
い
き
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。Ⅴ

い
き
い
き
と

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
保
健
・
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

南
九
州
市
健
康
増
進
計
画
を
指
針
に
、
各

種
保
健
事
業
を
展
開
し
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
生
祝
金
の
支
給
を
す
べ
て
の

出
生
児
を
対
象
と
し
、
記
念
品
と
し
て
市

内
の
伝
統
工
芸
品
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ま
と
め
た
「
南
九
州

市
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
事
業
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と一

体
的
な
運
営
を
行
い
、
子
ど
も
・
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
本
年
度
か
ら
実

施
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
い
て
、
要
支
援
認
定
者
な
ど
に

対
す
る
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

一
般
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。Ⅵ

心
の
豊
か
さ
と

創
造
力
を
育
む

教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の

よ
さ
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を
重
視
し
、

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
や
特
別
支

援
教
育
の
充
実
、
小
中
連
携
教
育
の
推

進
な
ど
を
通
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

頴
娃
地
区
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

校
歌
や
通
学
体
制
な
ど
の
協
議
を
進
め
、

施
設
整
備
の
面
で
は
、
校
舎
の
増
築
工
事
、

屋
内
運
動
場
の
改
修
工
事
お
よ
び
駐
車
場

造
成
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
小
学
校
に
お
け
る
望
ま

し
い
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
外
部
委
員
で
組
織
す
る
（
仮
称
）
南

九
州
市
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
今
後
の
小
学
校
の
方
向
性
に
つい

て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
校
区
・

地
区
公
民
館
を
地
区
公
民
館
と
名
称
を
統

一す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な

る
公
民
館
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の

「
世
界
の
記
憶
」
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
登
録
に
向
け
た
申
請
は
見
送

る
も
の
の
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。Ⅶ

協
働
と
自
立
に
よ
る

住
民
主
役
の

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
の
た

め
に
本
年
度
か
ら
自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
実
施
し
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
に
つい
て
は
、
行
政

改
革
大
綱
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
市
民

と
行
政
の
協
働
を
推
進
し
な
が
ら
、
健
全

な
財
政
運
営
、
行
政
組
織
の
簡
素
化
な
ど

に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つい
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
持
続
的
に

行
う
た
め
、
よ
り
一層
の
歳
出
抑
制
に
向
け

た
事
務
改
善
、
効
率
化
を
図
っ
た
事
業
への

統
廃
合
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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予
算
の
特
徴

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入

�

　
【
ゼ
ロ
予
算
事
業
】

　

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
行
す
る
な
か
で

自
立
し
た
自
治
会
活
動
の
展
開
の
た
め
、

自
治
会
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
市
内
２
５
３
自
治
会

に
自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
担
当
職
員

を
配
置
し
、
自
治
会
の
課
題
解
決
を
支
援

し
ま
す
。

合
併
１０
周
年
記
念
事
業
の
実
施

�

【
７
８
９
万
円
】

　

市
制
施
行
１０
周
年
（
平
成
２９
年
１２
月
）

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
市
政
功
労
者
の
表

彰
を
行
う
記
念
式
典
な
ど
を
実
施
し
、
市

民
一
同
で
１０
周
年
を
祝
い
ま
す
。

～
記
念
式
典
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
男
女

共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
～

第
２
次
総
合
計
画
の
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
６
３
３
万
円
】

　

平
成
３０
年
度
か
ら
の
１０
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
、
市
民
の
声
を
反
映
し
た
第
２

次
南
九
州
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
の
環
境
づ
く
り

【
継
続
事
業
、
一
部
新
規
事
業
１
８
０
万
円
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実
の
た

め
、
引
き
続
き
乳
幼
児
健
康
診
査
、
放
課

後
児
童
対
策
、
一
時
預
か
り
保
育
、
延
長

保
育
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障

害
児
保
育
事
業
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
、

新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
運
営
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
医
療
制
度
の
充
実
と
出
生
祝
い
金

の
改
善

【
継
続
事
業
、一
部
事
業
拡
充
１
３
２
万
円
】

　

子
ど
も
の
健
全
な
発
育
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

　

出
生
祝
い
金

は
第
１
子
か
ら

の
支
給
制
度
へ

改
め
、
新
た
に

祝
品
を
贈
呈

し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し

ま
す
。

空
家
対
策
の
促
進

【
継
続
事
業
、一
部
新
規
事
業
４
５
４
万
円
】

　

空
家
バ
ン
ク
制
度
に
よ
り
空
家
情
報
を

発
信
し
、移
住
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

危
険
な
老
朽
空
家
は
適
正
管
理
の
た
め

の
支
援
（
助
成
）
を
行
い
、
生
活
環
境
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

教
育
・
文
化
施
設
な
ど
の
充
実

●�

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
と
設
備
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
川
辺
文
化
会

館�

【
６
３
２
０
万
円
】

～�

ホ
ー
ル
舞
台
吊
物
機
構
・
諸
幕
取
替
改

修
工
事
の
実
施

・
知
覧
体
育
館�

【
５
２
３
２
万
円
】

～
耐
震
化
の
た
め
の
工
事
の
実
施

・
知
覧
平
和
公
園�

【
４
３
５
５
万
円
】

～�

平
成
３２
年
度
国
民
体
育
大
会
開
催
に
向

け
て
陸
上
競
技
場
、
多
目
的
球
場
の
整

備
を
実
施

●�
平
成
３１
年
４
月
開
校
に
向
け
て
新
生

「
頴
娃
中
学
校
」
の
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

・
新
生
「
頴
娃
中
学
校
」

�
【
８
億
５
８
４
９
万
円
】

～
校
舎
・
屋
内
運
動
場
な
ど
の
整
備
を
実
施

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

寄
附
金
の
受
入
見
込
み�

【
１
億
円
】

Ｐ
Ｒ
・
返
礼
品
な
ど
の
充
実

�

【
７
１
４
６
万
円
】

　

地
域
の
特
産
品
な
ど
を
情
報
発
信
し
、

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
寄
附

金
の
増
額
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業

�

【
２
０
１
４
万
円
】

　

寄
附
者
の
意
向
に
応
え
、
個
性
的
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

（
平
成
２９
年
度
事
業
）

　

自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
奨
励
金
、
出

会
い
応
援
事
業
補
助
金
、
茶
消
費
拡
大
特

別
対
策
事
業
補
助
金
、
鹿
児
島
南
部
広
域

連
携
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
・
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
物
流
構
築
事
業
負
担
金
、
川
辺
仏
壇

販
路
対
策
事
業
補
助
金
、
か
わ
な
べ
青
の

俳
句
大
会
費
、

図
書
館
図
書
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入
、

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ

ク
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
対

策
事
業
費

南
九
州
市
で
は
、「
自
然
豊
か
で
創
造
と
活
力
に
満
ち
　
く
ら
し
と

い
の
ち
が
輝
く
　
こ
こ
ろ
　
や
す
ら
ぐ
ま
ち
」
を
目
標
と
し
て
、
南

九
州
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
平
成
２９
年
度
の
当
初
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲出生祝記念品 命名プレート

▲ふるさと寄附金の返礼品
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　市では、簡素で効率的な体制を構築するため、４月から組織の一部を次のとおり変更しました。

市役所の組織の一部が変わりました！
～より効果的で機能的な体制に～

【新　設】　
　これまで企画課で行っていたふるさと納税などふるさと振興に関する業務について、ふるさと振興室を新設し行っ
ていきます。また、耕地林務課の林務係で行っていた入会林野整備について、早期に事業完了させるため課内に入会
林野整備係を新設しました。

平成29年度
事　務　内　容

課 係
（知覧庁舎）

ふるさと振興室 ふるさと振興係
ふるさと納税、定住促進、地域おこし協力隊などふるさと振
興に関すること

（頴娃庁舎）

耕地林務課 入会林野整備係
入会林野整備計画の審査・適否の決定、認可および公告なら
びに登記の嘱託など入会林野整備に関すること

【統合・廃止】
　各支所の一部の係を統合しました。窓口業務などは、これまでどおり各支所で対応します。また、これまでも広報紙
などでお知らせしたとおり、365日・24時間いつでも利用できるコンビニ収納の導入に伴い、頴娃支所および川辺支所
の会計係を廃止しました。保健センターについては、頴娃・知覧・川辺の各保健センターに職員を配置していましたが、
知覧保健センターに職員を集約し、事務事業の効率化を図ります。職員は集約されましたが、各種健診などはこれまで
どおり各保健センターで実施します。

平成29年度
事　由

平成28年度
課 係 課 係

（頴娃庁舎）

頴娃支所 市民生活係 係の統合 頴娃支所
市民係
生活環境係
保険係

　〃 福祉係 係の統合 　〃 福祉係
介護高齢者係

　〃 建設水道係 係の統合 　〃 建設係
水道係

― 分室の廃止 会計課分室 会計係
（知覧庁舎）

知覧支所 市民生活係 係の統合 知覧支所
市民係
生活環境係
保険係

　〃 福祉係 係の統合 　〃 福祉係
介護高齢者係

　〃 農林係 係の統合 　〃
農政係
生産振興係
耕地林務係

農業委員会分室 農政農地係
（川辺庁舎）

市民生活課 生活環境係 係の統合 市民生活課 生活環境係
環境保全係

川辺支所 建設水道係 係の統合 川辺支所 建設係
水道係

　〃 農林係 係の統合 　〃
農政係
生産振興係
耕地林務係

農業委員会分室 農政農地係
― 分室の廃止 会計課分室 会計係

（保健センター）

健康増進課
健康推進係

係の統合 健康増進課

健康推進係
保健予防係

保健予防係 頴娃健康推進係
知覧健康推進係

[担当] 知  総務課 行政改革推進係
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　� 　▪異動［4 月１日付、係長級以上］▪

新　任 氏　名 旧　任
【係長級】

水道課参事兼業務係長 桐木平　順　一 川辺支所参事兼地域振興係長
頴娃支所参事兼市民生活係長 菊　永　英　勝 頴娃支所参事兼市民係長
頴娃支所参事兼地域包括支援係長 取　違　秋　洋 福祉事務所参事兼生活支援係長
頴娃支所参事兼建設水道係長 下　村　幸　生 頴娃支所参事兼建設係長
知覧支所参事兼市民生活係長 新　原　幸　子 知覧支所参事兼市民係長
知覧支所参事兼福祉係長 福　留　清　幸 川辺支所参事兼税務係長
知覧支所参事兼農林係長 櫛下町　浩　二 頴娃支所参事兼生活環境係長
川辺支所参事兼地域振興係長 今　村　博　文 川辺支所参事兼農政係長
川辺支所参事兼税務係長 赤　﨑　美　行 知覧支所参事兼農政係長
川辺支所参事兼農林係長 福　元　勇　一 川辺支所主幹兼生産振興係長
川辺支所参事兼建設水道係長 東　　　博　文 川辺支所参事兼建設係長
会計課参事兼会計係長 坂　元　ゆかり 会計課参事兼川辺分室会計係長
議会事務局参事兼議事係長 上　村　孝　子 頴娃支所参事兼介護高齢者係長
農業委員会事務局参事兼農地係長 上　野　　　誠 農業委員会知覧分室参事兼農政農地係長
教育総務課参事兼総務係長 辻　　　浩　昭 財政課参事兼登記係長
学校教育課参事 中　熊　一　仁 学校教育課主幹
学校教育課主幹 原　田　健太郎 学校教育課主任主査
社会教育課参事兼文化振興係長 雪　丸　俊　一 頴娃分室教育振興課参事兼教育振興係長
川辺図書室参事兼川辺図書室管理係長 藏　前　浩　和 知覧支所参事兼介護高齢者係長
保健体育課参事兼スポーツ推進係長 田　原　一　豊 知覧支所参事兼生産振興係長
保健体育課参事兼国体推進係長 轟　木　慎　一 文化財課参事兼管理係長
学校給食センター参事兼業務係長 新　原　伸　一 会計課参事兼頴娃分室会計係長
文化財課参事兼管理係長 坂　元　博　丈 頴娃支所参事兼保険係長
頴娃分室教育振興課参事兼教育振興係長 髙　田　浩一郎 市民生活課参事兼環境保全係長
南薩地区衛生管理組合川辺清掃センター所長 福　地　一　浩 農業委員会事務局参事兼農地係長

▪退職［3 月 31 日付］▪　� 　

吉　満　峰　治 都市計画課長
大　隣　広　子 知覧支所主任主査
堂　園　政　利 教育総務課長
浮　邉　明　人 学校給食センター参事兼業務係長
下塩入　洋　子 頴娃図書館参事
石　田　芳　子 手蓑小学校学校主事
村　方　純　子 松ヶ浦小学校学校主事
川　畑　雅　樹 学校給食センター所長
下　村　和　子 長寿介護課参事兼地域包括支援係長
溝　口　いづみ 川辺図書室参事兼川辺図書室管理係長
髙　田　弘　美 長寿介護課主任主査
松　園　光　二 保健体育課主任主事
竹　山　加奈子 企画課主任主事

東　　　　　篤 市民生活課長

德　丸　俊　治 南薩地区衛生管理組合川辺清掃センタ
ー所長

安　山　久美子 長寿介護課参事兼高齢者福祉係長兼福
祉事務所高齢者福祉係長

新　留　育　男 頴娃支所長
梅　橋　たみ子 福祉課主任主査兼福祉事務所主任主査
塗　木　博　人 知覧支所長
菊　永　克　幸 福祉事務所長
上　野　茂　治 企画課長
鶴　留　孝　一 会計管理者兼会計課長
松　窪　義　高 防災安全課長
川　原　三　健 川辺支所参事兼水道係長
上　窪　友　和 耕地林務課参事兼管理係長

▪新規採用職員［4 月１日付］▪　� 　

内　園　綾　乃 知覧支所主事
西埀水　綾　香 知覧支所主事
古　川　　　遼 学校教育課主事
鍋　嶋　大　樹 保健体育課主事

平木塲　幸　士 市民生活課主事
竹　田　光　祐 市民生活課主事
戸　髙　幸　星 農政課主事
田　代　　　亮 建設課技師
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▪異動［4 月１日付、係長級以上］▪　� 　

企画課長 山　脇　勝　次 福祉課長
ふるさと振興室長 別　府　　　誠 財政課参事兼財政係長
防災安全課長 古　屋　隆　弘 水道課参事兼業務係長
知覧特攻平和会館長兼世界の記憶推進室長 福　田　成　孝 保健体育課長兼Ｂ＆Ｇ海洋センター所長

市民生活課長 上　赤　秀　人
中央公民館長兼市民交流センターひまわり館長
兼頴娃分室教育振興課長兼コミュニティセン
ター頴娃文化会館長

福祉課長兼福祉事務所長 網　屋　多加幸 監査委員事務局長
長寿介護課長 東　　　成　功 長寿介護課参事兼介護保険係長
耕地林務課長 江　平　恒　博 耕地林務課参事兼耕地係長
都市計画課長 松　山　和　人 建設課参事兼維持係長
頴娃支所長 摺　木　和　文 南薩介護保険事務組合事務局長
知覧支所長兼選挙管理委員会書記長 大　隣　健　二 耕地林務課長
会計管理者兼会計課長 松　窪　和　文 長寿介護課長
監査委員事務局長 中　村　英　樹 社会教育課参事兼文化振興係長
教育総務課長 上　野　勝　郎 知覧特攻平和会館長兼世界記憶遺産推進室長
中央公民館長兼市民交流センターひまわり館長兼
頴娃分室教育振興課長兼コミュニティセンター頴
娃文化会館長

和　田　春　則 教育総務課参事兼総務係長

保健体育課長兼Ｂ＆Ｇ海洋センター所長 桑　代　睦　雄 保健体育課参事兼国体推進係長
学校給食センター所長 下　野　　　久 建設課参事兼管理係長
南薩介護保険事務組合事務局長 松　村　建　夫 会計課参事兼会計係長

新　任 氏　名 旧　任
【課長級】

新　任 氏　名 旧　任
【係長級】

財政課参事兼財政係長 浜　田　和　人 税務課参事兼納税管理係長
財政課参事兼財産管理係長 川之上　勇　一 保健体育課参事兼スポーツ推進係長
財政課参事兼登記係長 中　尾　浩　二 財政課参事兼財産管理係長
ふるさと振興室主幹兼ふるさと振興係長 山　崎　真　幸 商工観光課主任主査

世界の記憶推進室参事兼世界の記憶推進係長 朝　隈　克　博 福祉課参事兼社会福祉係長兼福祉事務所参事兼
社会福祉係長

税務課参事兼納税管理係長 樋　渡　孝　宏 議会事務局参事兼議事係長
健康増進課参事兼保健予防係長 飯　伏　譲　二 健康増進課参事兼頴娃健康推進係長
福祉課参事兼社会福祉係長兼福祉事務所参事兼社
会福祉係長 田之上　真　一 知覧支所参事兼福祉係長

福祉課参事兼児童福祉係長兼第一児童館長兼福祉
事務所参事兼児童福祉係長 福　迫　さとこ 健康増進課参事兼知覧健康推進係長

長寿介護課参事兼介護保険係長 中　礼　りえ子 福祉課参事兼児童福祉係長兼第一児童館長兼第
二児童館長兼福祉事務所参事兼児童福祉係長

長寿介護課参事兼地域包括支援係長 福　元　睦　美 頴娃支所参事兼地域包括支援係長
長寿介護課参事兼高齢者福祉係長兼福祉事務所参
事兼高齢者福祉係長 岩　﨑　和　利 畜産課参事兼畜産振興係長

福祉事務所参事兼生活支援係長 峯　苫　浩逸郎 健康増進課参事兼保健予防係長
農政課参事兼農政係長 山　下　剛　志 農業委員会川辺分室参事兼農政農地係長
耕地林務課参事兼管理係長 中　野　俊　裕 川辺支所参事兼耕地林務係長

耕地林務課参事兼耕地係長 東垂水　忠　二 世界記憶遺産推進室参事兼世界記憶遺産推進係
長

耕地林務課参事兼林務係長 福　永　英　行 知覧支所参事兼生活環境係長
耕地林務課参事兼入会林野整備係長 福　永　正　司 農政課主任主査
茶業課参事兼流通対策係長 難　波　孝　幸 農政課参事兼農政係長
畜産課参事兼畜産振興係長 折　尾　武　志 知覧支所参事兼保険係長
建設課参事兼管理係長 上　之　進　一 頴娃支所参事兼水道係長
建設課参事兼維持係長 吉　原　孝　一 知覧支所参事兼耕地林務係長
建築住宅課参事兼建築係長 下　野　浩　巳 建築住宅課参事兼学校営繕係長
建築住宅課主幹兼学校営繕係長 村　田　拓　之 建築住宅課主任主査

平成29年度

市 役 所 の 人 事 異 動
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３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

坂
元　

ス
ヱ
ミ

81

長
崎

滿
永　

ミ
ツ
シ

95

佃

佃　
　
　

滿
夫

90

佃

田
原　

数
男

85

雪
丸

粟
ケ
窪　
　

孝

80

雪
丸

中
𠮷　

次
雄

82

山
下

竹
山　

フ
サ
子

68

西
馬
渡

山
中　

ヱ
ツ

84

石
垣

濵
田　

ハ
マ

84

次
下

中
村　

京
子

79

東
大
川

米
滿　

政
敏

63

北
大
川

上
野　

ト
モ

98

え
い
秀
峰
園

新
原　

ミ
ヨ

93

只
角

松
元　

政
夫

89

折
尾

飯
伏　

治

90

飯
伏

　
知
覧
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

後
藤　

キ
ク
ノ

89

後
岳
北

小
田
代　

敏
美

86

小
田
代

塗
木　

チ
エ

96

上
郡
上

深
田　

勝
秋

68

上
郡
上

牧
　

益
男

86

本
町

柿
木　

サ
チ

91

中
郡
南

城
ヶ
﨑　

政
髙

71

下
郡
北

市
坪　

昭
男

76

堤
之
原

古
園　
　

徹

84

厚
地

丸
野　

信
吉

70

厚
地

池
田　

タ
ミ

88

飯
野

内
園　

テ
ル

97

瀬
世
上

伊
藤　

サ
キ

92

瀬
世
上

中
木
原　

親
幸

77

松
山

松
山　

ミ
エ

94

松
山

椎
原　
　
　

米

86

中
木
原

堂
園　

ア
キ

94

楠
元

東
埀
水　

ミ
ク

85

東
垂
水

　
川
辺
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

瀧
山　

ノ
ブ

94

中
央
二

古
市　

隼
美

87

古
市

大
倉
野　
　

實

90

大
倉
野

水
溜　

一
彦

82

上
之
口

前
橋　

泰
美

93

中
川
原

寺
　

エ
ミ
子

92

中
川
原

大
塚　

貞
美

93

松
尾
城

楠
原　

光
雄

89

楠
原

大
坪　

ア
ヤ
子

88

古
殿
上

薗
田　

シ
ヅ

94

古
殿
下

今
𠮷　

賢
一

79

仁
之
野

　
管
　
外故

　
人

年
齢

橋
口　
　

聖

26

鹿
児
島
市

阿
野　

克
二

43

鹿
児
島
市

３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

髙
吉　

璃り

茉ま

隆
弘

麓

奥
薗　

央お
う

喜き

貴
之

石
垣

壽　
　

希き
ょ

有う

和
人

西
大
川

壽　
　

好こ

妙う

和
人

西
大
川

　
知
覧
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

塗
木　

浩こ
う

獅し

浩
充

塗
木

戸
川　

煌こ
う

士し

智
貴

瀬
世
上

松
本　

朱あ

門も
ん

歩

菊
永

川
崎　

煌こ
う

弥や

栄
心

新
町

塗
木　

陽は
る

真ま

伸
作

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

　
川
辺
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

兒
玉　

聖し
ょ
う

興こ
う

哲
佳

本
町

水
溜　

輝き

龒り
ゅ
う

智
博

平
山
中

宇
治
野　

莉り

あ愛

卓

新
町

池
澤　

詩し

笑え
る

強

高
田
下

南　
　

陽は
る

翔と

二
郎

向
江
町

　
管
　
外出

生
児

保
護
者

柴

田　

詩う
た

陽
介

神
奈
川
県
小
田
原
市

髙
橋　

煌こ
う

平へ
い

央

大
阪
府
大
阪
市

德
田　

結ゆ
う
　
せ
い政

祥
太

霧
島
市

池
田　

友と
も

貴き

将
吾

東
京
都
葛
飾
区

短
　
歌

【
頴
娃
歌
会
】

や
ぶ
か
げ
に
採
り
来
し
石つ

蕗わ

ぶ
き
夕
食
の

　
　
　
　
一
皿
淡
き
緑
が
映
ゆ
る

�

小
田
　
ト
ヨ
子

生
か
さ
れ
て
父
母
よ
り
長
く
会
ふ
春
よ

　
　
　
翔
び
た
つ
さ
ま
に
白
蓮
展
く

�

上
村
　
祥
子

【
知
覧
短
歌
会
】

早
朝
に
鷺さ
ぎ

を
従
え
田
を
鋤す

け
ば

　
　
　
春
が
そ
こ
か
ら
膨
ら
み
始
め
る

�

門
口
　
代
津
子

心
臓
の
有
り
処
今
日
は
確
と
知
る

　
　
　
は
じ
め
て
マ
イ
ク
持
ち
て
語
れ
ば

�

河
野
　
ヤ
ス

俳
　
句

【
広
瀬
川
句
会
】

春
光
に
座
し
て
語
ら
ん
耕
二
の
碑

�

福
永
　
純
子

陽
が
射
せ
ば
寒
気
の
中
で
春
夢
む

�

室
屋
　
洋
一

男女 総人口
36,233人
（前月比：－296）

人口と世帯数
（ 住 民 基 本 台 帳 ）
平成29年3月31日現在

19,355人
（前月比：－157）

16,878人
（前月比：－139）

世帯数：16,904戸（前月比：－44）

編
集
後
記

　

新
芽
が
芽
吹
き
、
春
を
感
じ
ま
す
。
お
や
じ

の
盆
栽
が
枯
れ
て
い
た
の
で
捨
て
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
芽
吹
い
て
き
ま
し
た
。

よ
か
っ
た
！
捨
て
な
く
て
！！　
（
浩
）
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vol.113
平成29年

4月号

5月　May
日 曜日 行　事　・　事　業 時　間 場　　所
1 月 母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター
2 火 母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター

育児・健康相談（知覧） 10：00～11：30 知覧保健センター
3 水 憲法記念日

第63回知覧特攻基地戦没者慰霊祭 13：00～15：00 知覧特攻平和観音堂前
道の駅「川辺やすらぎの郷」  
ゴールデンウィークフェア（～５日）

道の駅
「川辺やすらぎの郷」

4 木 みどりの日
5 金 こどもの日
6 土
7 日
8 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター
9 火

10 水 育児・健康相談（頴娃） 10：00～11：30 頴娃保健センター
11 木 育児・健康相談（川辺） 10：00～11：30 川辺保健センター
12 金
13 土
14 日 第９回市スポーツ少年団交歓交流大会   9：00～ 諏訪運動公園

ばんどころ 絶景祭り2017 10：00～16：00 番所鼻自然公園
15 月
16 火 特設人権相談所 10：00～15：00 ちらん夢郷館
17 水 心配ごと相談   9：00～12：00 知覧老人福祉センター

母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター
市戦没者追悼式 10：00～11：30 知覧文化会館

18 木 母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター
19 金
20 土 悩み相談室 13：00～17：00 ちらん夢郷館
21 日 田代小学校　運動会 田代小学校
22 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日 川辺小学校　運動会 川辺小学校
29 月
30 火
31 水

３日（水）
 菊野病院 ［整形外科］ 56-1135
 笹川医院 ［内・外・小児科］ 27-4122
（指）指宿脳神経外科 ［外科］ 27-1177
（指）肥後病院 ［内科］ 22-4148
（南）有馬産婦人科 ［産婦人科］ 53-2777
（南）金子医院 ［内科］ 52-2730
（枕）国見内科医院 ［内科］ 72-0066
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-3155
（枕）枕崎こどもクリニック［小児科］ 58-1085
４日（木）
南薩ケアほすぴたる ［内科］ 56-1155
（指）生駒外科医院 ［外科］ 22-3059
（指）指宿浩然会病院 ［内科］ 22-3295
（南）持冨皮ふ科 ［皮膚科］ 52-1288
（南）吉見医院 ［内科］ 62-2333
（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ 72-1351
５日（金）
川辺生協病院 ［内科］ 56-6111
松岡救急クリニック ［小児・内・外科］ 78-3789
（指）今林整形外科病院 ［外科］ 22-2710
（指）宮薗病院 ［内科］ 32-2001
（南）はしぐちクリニック ［内科］ 58-2222
（南）加藤小児科・内科 ［小児・内科］ 52-2239
（枕）枕崎市立病院 ［内科］ 72-0303
（枕）小原病院 ［外科］ 72-2226
７日（日）
小田代記念クリニック ［外・内科］ 83-2677
（指）指宿医療センター ［外・内科］ 22-2231
（南）県立薩南病院 ［内科］ 53-5300
（南）ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック［耳鼻咽喉科］ 53-3387
（枕）茅野内科医院 ［内科］ 72-1006
（枕）サザン・リージョン病院 ［外科］ 72-1351
14日（日）
東外科胃腸科医院 ［外科］ 56-4864
（指）木之下クリニック ［外科］ 23-3940
（指）指宿さがら病院 ［内科］ 22-3079
（南）唐仁原内科クリニック［内科］ 53-3500
（南）松岡医院 ［耳鼻咽喉科］ 52-2733
（枕）小原病院 ［内・外科］ 72-2226
（枕）立神リハビリテーション温泉病院 ［内・リハビリ科］72-7711
21日（日）
清小児科 ［小児科］ 58-3228
（指）池田診療所 ［外科］ 26-2101
（指）こどもの森小児科クリニック ［内科］ 27-1010
（南）友松内科クリニック ［内科］ 52-7331
（南）眼科安田クリニック ［眼科］ 53-2002
（枕）有山内科 ［内科］ 72-5811
（枕）尾辻病院 ［外科］ 72-5001
（枕）森産婦人科 ［産婦人科］ 72-2134
28日（日）
鯵坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻咽喉科］ 56-6222
青木医院 ［内・消化器科］ 38-0009
（指）生駒外科医院 ［外科］ 22-3059
（指）福元医院 ［内科］ 22-3053
（南）阿久根医院 ［内科］ 53-9016
（南）アルテンハイムリハビリテーションクリニック本町［内科］ 53-3211
（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ 72-1351
（枕）園田病院 ［眼科］ 72-0165

日曜・祝日の当番医 ☎市外局番（0993）

〜 子育て広場（参加自由） 〜
時間：10：00～12：00

■ プッチランド
５/９、16、23、30（知覧地区公民館）

■ キラキラくらぶ
５/11（知覧保健センター）
５/18、25（知覧文化会館）

■ 子育ておしゃべり広場
５/２、９、16、23、30（勝目地区公民館）
５/10、17、24、31（第１児童館）

■ ひよこサークル
５/17（頴娃保健センター）

■ かわなベイビーズ With おかん
５/２、11、18、25（川辺保健センター）

■ 子育て広場つみき
５/12、19、26
	  （地域子育て支援センターつみき）
５/15（川辺保健センター）
５/17（知覧保健センター）

〜 保健センター開放日〜
職員が常駐し、育児や健康について

の相談会などを実施します。

■ 頴娃保健センター
　　火曜日：５/２
毎週水曜日：５/10、17、24、31
時間：８：30～17：15

■ 川辺保健センター
　　火曜日：５/2
毎週木曜日：５/11、18、25
時間：８：30～17：15

※水、木曜日が祝日の場合、開放日が
前後することがあります。

※詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、知覧保健センターへお問い合
わせください。

※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）
　�小児診療：５日、７日、14日、21日、28日（10：00
～17：00）
※�（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にあ
る医療機関です。
※�休日当番医は変更になることがあります。県医師会サ
イトでご確認ください。

県医師会


